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           工   事   概   要 

工 事 名 等々力硬式野球場改築電気設備工事 

１ 設備内容 

電灯設備、動力設備、受変電設備、発電設備、雷保護設備、 

構内交換設備、構内情報通信網設備、情報表示装置、誘導支援装置、 

拡声設備、場内音響設備、テレビ共同受信設備、入退室管理設備、 

火災報知設備、ナイター照明設備（建柱は建築工事で施工）、 

デジタルサイネージ設備（構内情報発信設備）、スコアボード設備、 

構内配電線路設備、構内通信線路設備 

 ２ その他 

野球場の引渡し時期は、平成３０年６月１５日までとする。 

 

 

議案第１０６号 

 

   五反田川放水路放流部函体築造工事請負契約の変更について 

 

 五反田川放水路放流部函体築造工事請負契約（平成２７年３月１８日議決、

平成２７年７月２４日市長の専決処分にて契約金額の変更、平成２８年１月１

９日市長の専決処分にて完成期限の変更、平成２８年２月２３日市長の専決処

分にて契約金額の変更、平成２８年３月３０日市長の専決処分にて完成期限の

変更）の一部を次のように変更する契約を締結する。 

 

平成２８年 ５ 月２７日提出          

川崎市長 福 田 紀 彦        

 

４の契約金額「９２８，７９２，４４０円」を「９７１，３１４，２００円」

に変更する。  

 

  

 

 

 



参考資料 

 

１ 五反田川放水路放流部函体築造工事請負契約の締結について（平成２７年

２月１３日提出・平成２７年３月１８日議決） 

１ 工 事 名   五反田川放水路放流部函体築造工事 

２ 工 事 場 所   川崎市多摩区登戸新町、登戸地内 

３ 契 約 の 方 法   一般競争入札 

４ 契 約 金 額   ８５９，６８０，０００円 

５ 完 成 期 限   平成２８年３月１５日 

６ 契約の相手方   東京都中央区京橋２丁目１６番１号 

         清水建設株式会社 

取締役社長 宮本 洋一 

 

２ 地方自治法第１８０条の規定による市長の専決処分の報告について（平成

２７年７月２４日専決処分、平成２７年９月１日提出） 

市長の専決事項の指定第４項による専決処分 

 変更前契約金額  ８５９，６８０，０００円 

 変更後契約金額  ８７１，５９９，９６０円 

 

３ 地方自治法第１８０条の規定による市長の専決処分の報告について（平成

２８年１月１９日専決処分、平成２８年２月１５日提出） 

市長の専決事項の指定第４項による専決処分 

 変更前完成期限  平成２８年３月１５日 

 変更後完成期限  平成２８年３月３１日 
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４ 地方自治法第１８０条の規定による市長の専決処分の報告について（平成

２８年２月２３日専決処分、平成２８年５月２７日提出） 

市長の専決事項の指定第４項による専決処分 

 変更前契約金額  ８７１，５９９，９６０円 

 変更後契約金額  ９２８，７９２，４４０円 

 

５ 地方自治法第１８０条の規定による市長の専決処分の報告について（平成

２８年３月３０日専決処分、平成２８年５月２７日提出） 

市長の専決事項の指定第４項による専決処分 

 変更前完成期限  平成２８年３月３１日 

 変更後完成期限  平成２８年８月３１日 

 

６ 変更理由 

施工箇所が特殊であることから、詳細な構造を当初設計に含めることがで

きず、工事が進捗していく中で構造が決定された結果、他工事で施工するこ

とが困難な仕上げ工を増工する必要が生じたため、増額の変更を行うもので

ある。 

 

 


